
７月から自転車を乗車する人に保険加入が義務化されました。本校ではPTA安全互助会で自転車で

の加害者となったときの保険が1000万円～3000万円が賠償される特Aに加入させてもらっています。

もし、自転車に乗って死亡事故を起こしてしまったときは、それでも十分とは言えませんが、賠償金

が支払われる保険に加入しているということになります。 

毎日放課後は、養護教諭のＯ先生が教室棟の手すりやトイレなどの消毒を一人で行ってくれていま

す。時々、教頭先生も手伝ってはいますが、他の先生方は部活動指導に出ますので、どうしても手薄

です。この現状を知って町では週1日、消毒員を木曜日に派遣してくれることになりました。そのこ

とをＯ先生に伝えると「ありがたいです」と、ほっとしたように答えてくれます。中学生には、部活

動の時間に行っている裏の世界をもっともっと知らせないといけないと思います。 

6月30日に正式に地区中体連総合体育大会の開催が決まりました。東京の方では、新規の新型コロ

ナウイルス感染者が増加傾向にありますが、感染レベル１の本県では、今のところ、感染対策を行い

ながら感染リスクを低くして開催しても大丈夫だろうという判断です。なんとか、開催予定日である

7月23日－26日、8月1、2日まで、レベル1の状況が継続することを祈るばかりです。 

学校点描 
 

7月24日に避難訓練（地震）を実

施しました。今年初めて非常階段

を使っての訓練です。 

《Ｋ中学校》 

NO.7 R2．7. 7 

担当：校長 

 

素直なことば集 

私の出張の多くは、会場が町の中央公民館です。最初は車で行っていましたが、テニスコート

の道を通ってずい道を通れば、あっという間だということを知り、それ以来、雨以外の日は、家

から持ってきた自転車で移動しています。そのため、わたしは、コンビニの保険に入りました。 

ある朝、出張前に学校に出勤すると校長室の前で、S・Tさんから、「校長先生、いつになった

らマスク外せますか？」と尋ねられました。理由を聞くと、「マスクをすると苦しくて」と答え

ます。“新しい生活様式”になった今の日常と “古い生活様式”だった、昨年までの日常との

違いを理解して、思わず出た率直な声のような気がします。 

以前、朝日新聞朝刊の「ことばの広場」の欄に、次のような記事が掲載されました。 

隠語の話です。隠語とは、ある特定の仲間内だけで通じる言葉のことで、外部に秘密がもれな

いようにしたり、仲間意識を高めたりするために使われるのです。どうもこの隠語という言葉

は、陰湿なことを意味するものが多いです。専門家によると、隠語を使う背景には、自分がいる

「『がいじ』って、どういう意味？」。数年前、東京都内の小学校４年生だった長男から尋ね

られました。友達をからかう時などに言うようでした。当時の担任の先生に聞くと、「教員の

前では使わない言葉。最初は私も意味がわかりませんでしたが、ほとんどの子も分かっていま

せんでした。」。調べてみると、この言葉はかなり前から使われていました。朝日新聞では

1988年、都内の中学校教員からの投書にありました。生徒がよく使っていると紹介し、こう続

けます。「大変いやな、耳ざわりな言葉です。なぜなら『身体障害児』を縮めて言ったものだ

からです」 



世界しか肯定しなくなり、自分が知らない相手側の世界を否定していく、そんな特徴があるそう

です。自分が持たない考え方を知り、それを認めない限り、差別的な隠語はなくなりません。  

SNSや無料ゲームにどっぷりはまっている生徒の心の健康が心配なのです。 

 

放課後、教室を回ると、あるクラスでは、欠席者の机の上に『思いやり封筒』が載っていまし

た。大きめの封筒の中には、今日の授業で使ったブリントや、配布

された文書などが入っています。そして、封筒の表紙には、明日の

時間割が記入されています。一番下の欄には欠席した生徒へのメッ

セージが自由に書けるようにもなっています。欠席すると、翌日は

学校に来づらいものです。欠席した生徒も授業を受けている生徒

も、自分のいる世界は表の世界、自分のいない世界は裏の世界、こ

の思いやり封筒は、自分のいない世界の存在を認めたときに温かい言葉が出るようになっている

のです。メッセージの欄には、誰が書いたのか、『学校たのしいよ』と書かれていました。 

 

中央公民館での出張のあと、今度は、自転車でずい道のトンネル、グラウンド脇の道を通って

中学校に逆戻りです。グラウンドでは2年生が体育の授業をちょうど始めるところのようです。

自転車に乗っているのが、わたしだと気づくと、「わー？」っと、驚いている生徒がいました。

まさか、自転車で出張に行っているとは思ってもいなかったようです。 

すると次々に「お疲れさまでーす！」と声をかけてくれます。 

わたしも「体育がんばってー」と返したら、 

「はーい、ありがとうございまーす」と大きな声で言いながら体操隊形に散りました。 

 

 自分が知らない他人の姿を理解したとき、出てくる言葉は素直なことばばかりです。 

きりとりせん 
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

 

 

 


